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令和３年 新年のごあいさつ令和３年 新年のごあいさつ

し
ま
す
と
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
は
か
な
り

抑
え
込
み
に
成
功
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
４
月
７
日
に
発
出
さ
れ
た
緊

急
事
態
宣
言
下
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
、

全
国
民
挙
げ
て
の
懸
命
な
取
り
組
み
の

成
果
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
間
の
感
染
の
拡
大
防
止
と
社

会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
た
め
に
講

じ
ら
れ
た
数
々
の
努
力
の
間す

き

ま隙
を
縫
う

よ
う
に
、
８
月
以
降
は
、
10
月
に
10
万

人
、
12
月
中
旬
に
は
19
万
人
を
超
え
る
と

い
っ
た
、
堰
を
切
っ
た
か
の
よ
う
な
事
態

に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
こ
こ
に
至
り
ま
す
ま
で
の

間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
を
設
置
し
て
国
や
県
、
近
隣
自
治

体
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
、
全
て
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は

不
要
不
急
の
移
動
自
粛
や
学
校
の
臨
時

休
業
に
伴
う
対
応
、
多
く
の
行
事
や
事
業

の
中
止
・
規
模
縮
小
な
ど
、
数
々
の
要
請

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

不
自
由
な
申
し
出
に
も
真
摯
に
答
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
さ
ら
に
は
市

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
身
を
張
っ

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
医
療
、
看

護
、
介
護
、
保
育
事
業
者
な
ど
の
皆
さ
ま

に
は
、
改
め
て
心
か
ら
の
感
謝
を
表
し
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
、
本
市
を

所
管
し
ま
す
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所
管

内
で
も
感
染
事
例
は
報
告
さ
れ
て
お
り
、

地
方
都
市
と
い
え
ど
も
、
人
と
物
の
流
れ

が
あ
る
限
り
、
感
染
の
恐
れ
か
ら
逃
れ
る

術
は
な
い
の
が
現
状
で
す
。
年
末
に
は
、

外
国
で
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
成
功
と
接

種
開
始
に
関
す
る
報
道
に
触
れ
、
こ
の
感

染
症
を
巡
る
流
れ
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

を
迎
え
た
こ
と
に
希
望
の
光
を
見
出
し

ま
し
た
が
、
そ
の
供
給
体
制
と
有
効
性
に

関
し
て
は
わ
ず
か
な
が
ら
も
不
安
が
交

錯
す
る
の
も
事
実
で
、
当
分
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
決
し
て
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

厳
し
く
対
峙
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
令
和
２
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ

た
１
年
で
し
た
が
、
本
市
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
第
２
期
創
生

総
合
戦
略
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
年
で
も

あ
り
、
本
年
は
さ
ら
に
、
そ
の
具
体
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
厳
し
さ
を
増
す
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い
う
根
源
的
か

つ
最
優
先
の
課
題
を
解
消
し
、
い
か
に
し

て
日
々
の
生
活
の
安
全
と
安
心
、
潤
い

と
活
力
を
確
保
し
て
い
く
べ
き
か
―
そ

の
ベ
ス
ト
の
解
を
求
め
る
た
め
、
今
後
、

多
様
な
意
見
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
し
っ
か

り
と
議
論
し
、
歩
を
進
め
る
所
存
で
す
。

　

冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
本
市

は
発
足
以
来
15
年
の
星せ

い

そ

う霜
を
数
え
ま

す
。
こ
の
間
、
市
政
運
営
に
対
し
頂
戴

し
た
市
民
の
皆
さ
ま
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
、
本

市
が
有
す
る
素
晴
ら
し
い
環
境
と
文
化

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
新
た
な
魅
力
を

創
造
し
、皆
さ
ま
が
誇
り
に
思
え
る「
未

来
に
つ
な
ぐ
兵
庫
中
央
交
流
都
市
―
あ

な
た
が
好
き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」
を
築

い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
穏
や
か
で
幸
多
き

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
３
年
の
年
頭
に
当

た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
年
頭
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
本
市
に
お
い
て
は
市
発
足
15
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
こ
と
、
全
国
的
に
は

半
世
紀
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
が

い
よ
い
よ
７
カ
月
後
に
迫
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
の
祝
賀
ム
ー
ド
が
重
な
り
、
例
年

以
上
に
輝
か
し
く
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
中

で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
余
韻
も
冷
め
ぬ
１
月

16
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

国
内
初
の
感
染
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

感
染
者
数
の
推
移
を
見
ま
す
と
、
４
月
に

１
万
人
、
７
月
中
旬
に
２
万
人
を
記
録
し

て
い
ま
す
が
、
世
界
の
発
生
状
況
と
比
較

人を育む安心・安全な
　　　　共生社会の実現に向けて

朝来市長　多
た じ

次 勝
か つ あ き

昭



3 令和３年１月号

令和３年 新年のごあいさつ令和３年 新年のごあいさつ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

こ
こ
数
年
、
議
会
報
告
会
の
改
革
、

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
、
文
書
共

有
シ
ス
テ
ム
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
そ
し
て
業

務
の
効
率
化
と
議
員
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

 
 

昨
年
は
残
念
な
が
ら
、
南
但
馬
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
者
が
発
生
し
た
た
め
、
議
会
報

告
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
感
染
症
対

策
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
上
で
、
議

会
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
と
意
見
交
換
会

を
開
く
予
定
で
す
。

  

ま
た
、
総
務
・
文
教
民
生
・
産
業
建

設
の
各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
議
案
審

査
、
所
管
事
務
調
査
を
通
じ
て
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
政

策
提
言
が
で
き
る
よ
う
、
先
進
議
会
に

学
び
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
既
に
、
総
務
常
任
委
員
会
が

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
財
政
支
援
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
」
、
文
教
民
生
常
任
委
員
会
が
「
第

8
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て
の

意
見
書
」
を
は
じ
め
数
々
の
意
見
書
を

政
府
及
び
国
会
へ
提
出
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
議
会
改
革

を
推
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ

た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
に
陥
っ
て

お
り
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
少
子

高
齢
化
・
過
疎
化
と
も
あ
い
ま
っ
て

厳
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
地
方
に

お
け
る
医
師
不
足
も
深
刻
で
す
。
議

会
と
し
て
も
情
報
を
集
め
、
市
当
局

と
連
携
し
て
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
課

題
に
取
り
組
み
ま
す
。

  ●
観
光
と
農
業
に
伸
び
し
ろ

  
生
野
銀
山
を
起
点
と
し
た
「
銀
の
馬

車
道
・
鉱
石
の
道
」
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
観
光
振
興
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
古
代
の

「
茶
す
り
山
古
墳
」、中
世
の
「
竹
田
城
」

な
ど
の
資
源
を
活
用
し
、
全
国
・
全
世

界
に
情
報
発
信
し
て
観
光
産
業
を
育
成

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
若

い
人
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
故
郷
で
働
き

た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
を
創
り
出
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 
 

中
山
間
地
の
中
小
零
細
、
家
族
農

業
は
日
本
の
農
業
の
大
部
分
を
占
め
、

か
つ
国
土
保
全
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

市
内
特
産
品
の
岩
津
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ

ン
、
黒
大
豆
の
生
産
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
小
規
模
で
も
儲
か
る
農
業
、

若
い
人
が
就
業
す
る
農
業
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
都
市
部

か
ら
の
脱
サ
ラ
移
住
者
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
全
国
的
通
販
に

よ
り
、
家
族
農
業
で
自
立
で
き
る
収

益
を
あ
げ
て
い
る
事
例
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
先
進
事
例
に
学
び
、

市
内
農
業
の
活
路
を
見
い
だ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
 

日
本
経
済
全
体
が
厳
し
い
状
況
の

中
、
企
業
誘
致
は
か
つ
て
の
高
度
成

長
期
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

情
報
収
集
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、

積
極
的
な
誘
致
に
取
り
組
む
べ
き
で

す
。
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
で
起
業
し
た

り
、
I
T
と
空
き
家
活
用
で
企
業
誘

致
を
促
進
し
て
い
る
先
進
地
に
学
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

輝
い
て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
、
居

場
所
と
出
番
が
あ
る
朝
来
市
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
さ

く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
田
園
都
市
と

な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

 
 

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
、
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

公聴活動と政策提言を充実し
　　市民に開かれた議会、信頼される議会へ

朝来市議会議長　渕
ふ ち も と

本 稔
みのる



令和 2 年の朝来市を振り返る

コウノトリ人工巣塔（久田和区）でヒナ３羽誕生コウノトリ人工巣塔（久田和区）でヒナ３羽誕生
（14 日～ 17 日）（14 日～ 17 日） 障害者（児）複合型多機能施設地鎮祭（30 日）障害者（児）複合型多機能施設地鎮祭（30 日） 鉱石の道神子畑交流館「神選」開館（29 日）鉱石の道神子畑交流館「神選」開館（29 日）

４月 April
■各種証明コンビニ交付サービス開始（１日）
■市内４観光協会が統合し「朝来市観光協会」が発足（１日）
■「出生祝事業（こども商品券支給）」開始（１日）
■高齢者活力創造センターにエレベーター設置（１１日）

５月 May
■特別定額給付金受付開始
■新型コロナウイルス感染症感染拡大による
　緊急事態宣言解除（21 日）

６月 June
■あさご芸術の森美術館「小さなフォトグラ
　ファー展」開催（１日～ 21 日）
■市内小・中学校に「飛まつ感染防止塩ビシー
　ルド」配布

10 月 October
■朝来市上下水道お客さまセンター開所（１日）
■市長ふれあいトーク開催（６日～ 12 月 17 日）

11月 November
■日本遺産「銀の馬車道 鉱石の道」サイクルトレイン（１日）
■大塚製薬㈱と包括的連携協定締結（５日）
■子育て支援情報発信用ツイッター「あさごスマイルネット」開設

12 月 December
■日本郵便㈱と包括的連携協定締結（４日）
■日曜日の未就学児親子の遊び場、出会いと
　交流の場づくりのための居場所提供事業開始

4
公共施設再配置計画（案）市民説明会開催公共施設再配置計画（案）市民説明会開催

（13 日～ 16 日）（13 日～ 16 日）
朝来市市制施行 15 周年記念式典開催（28 日）朝来市市制施行 15 周年記念式典開催（28 日） ヒメハナ公園新遊具設置お披露目式（７日）ヒメハナ公園新遊具設置お披露目式（７日）



令和 2 年の朝来市を振り返る

１月 January
■朝来市・丹波市・福知山市連携事業
　「北近畿を熱く語るシンポジウム」開催（12日）
■明治から現在までの献立を再現　「タイムス
　リップ給食」　（24 日～ 30 日）

生野書院企画展「生野県 150 年」開催生野書院企画展「生野県 150 年」開催
（25 日～３月 29 日）（25 日～３月 29 日）

「朝来・バルビゾン交流写真コンテスト作品展」開催（3日～28日）「朝来・バルビゾン交流写真コンテスト作品展」開催（3日～28日）
上・大賞（朝来）「霧の黒川湖」　下・大賞（バルビゾン）「昔の光」上・大賞（朝来）「霧の黒川湖」　下・大賞（バルビゾン）「昔の光」 新型コロナウイルス感染症対策本部設置（2 日）新型コロナウイルス感染症対策本部設置（2 日）

２月 February
■子育て中の女性を応援「お仕事大相談会」開催
　（18 日）

３月 March
■新型コロナウイルス感染症流行で市内小・
　中学校臨時休業（３日～ 22 日）
■あさご芸術の森美術館「井上浩輝写真展」開催
　（14 日～５月６日）

７月 July
■災害時避難行動等説明会開催（３日、９日）
■学校給食にウナギの白焼き登場（21 日）

８月 August
■市内夏祭り・花火大会中止（13 日～ 23 日）
■公共施設 15 カ所に体温検知カメラ設置

９月 September
■観光大使山内達哉氏が市長表敬訪問（17日）
■「ASAGOiNG ゼミＵ－ 18 しごとゼミ」開催
　（和田山高校 18 日、生野高校 12 月）

山東生涯学習センター 山東庁舎に移転（7 月 1 日）山東生涯学習センター 山東庁舎に移転（7 月 1 日）

夜久野高原花畑で花々が満開に（8 月）夜久野高原花畑で花々が満開に（8 月） あさご未来会議を開催（26 日・10 月 31 日）あさご未来会議を開催（26 日・10 月 31 日）
5



新
型
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
情
報

　
市
が
新
た
に
実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
・
第
４
弾
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市民の皆さん・事業者の皆さんへ

介護施設等職員に対するＰＣＲ検査費用助成事業（市独自事業）
　市内介護施設などでの新型コロナウイルス感染症の感染拡大を
防止する観点から、介護施設などが勤務する介護従事者などに対
して実施するＰＣＲ検査に要した費用を助成します。
■対象　市内の介護保険施設（特別養護老人ホーム、グループホーム、ケアハウス、老人保健施設）、
　サービス付高齢者向け住宅及び障害者支援施設
■対象期間　１月４日㈪から３月３１日㈬
■助成方法　ＰＣＲ検査を実施する介護施設などに対して、検査に要した費用を助成
■助成額　１人１回のみ※１人上限２万円として検査人数分の額
■申請方法　検査を実施する介護施設などは、事前に高年福祉課で申請手続きをお願いします。
※詳しくは高年福祉課まで問い合わせください。

【期間延長・拡充】経営継続支援金を支給します（市独自事業）
　１０月から実施している市内に事業所を有する中小企業者や個人
事業主を対象とした経営継続支援金の対象期間を延長し支給要件の
拡充を行います。※詳しくは経済振興課まで問い合わせください。

【対象期間の延長】
■支給要件　
　６月から令和３年２月までの間の連続する３カ月すべての月の売り上げが前年同月と比べ５０
　パーセント以上減少している事業者
■対象期間　２月２８㈰まで延長
■支給額
　対前年比マイナス５０パーセント以上の連続する３カ月の平均売上額を差し引きして得た額
　支給限度額１００万円（１事業者当たり）

【支給要件の拡充】
■支給要件※支給回数は１事業者につき１回
①１１月から令和３年２月までの間の連続する２カ月いずれの月も売り上げが前年同月と比べ　
　５０パーセント以上減少している事業者
②１１月から令和３年２月までの間の連続する２カ月いずれの月も売り上げが前年同月と比べ　
　３０パーセント以上減少している事業者
■支給額
①対前年比マイナス５０パーセント以上の連続する２カ月の平均売上額を差し引きして得た額　
　支給額５０万円（１事業者当たり）
②対前年比マイナス３０パーセント以上の連続する２カ月の平均売上額を差し引きして得た額　
　支給額３０万円（１事業者当たり）
■対象期間　１１月１日㈰から令和３年２月２８日㈰
■申請期限　３月１５日㈪（郵送提出不可）
■申請方法　市ホームページから申請様式のダウンロードを行い申請してください。

6

その他の支援事業など

　１０月から実施している市内に事業所を有する中小企業者や個人事業主を対象としたウィズコロナ
新規事業展開等事業について支給期間を延期します。※詳しくは経済振興課まで問い合わせください。
■対象期間　２月２８㈰まで延長

介護施設の新規入所者に対する新型コロナウイルス感染症検査費用助成事業
　介護施設に入所しようとする者に対し、新型コロナウイルス感染症
に係る検査費用を助成します。
■対象　介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設）の新規入所者※短期入所を除く
■対象期間　１月４日㈪から３月３１日㈬まで
■助成方法　新型コロナウイルス感染症に係る検査を実施した者に対して検査に要した費用を助成
■助成額　検査費用の全額を助成※１人１回
■申請方法　検査を希望する場合は、高年福祉課に問い合わせください。

■問い合わせ先　高年福祉課
　☎　６７２－６１２４

■問い合わせ先　高年福祉課
　☎　６７２－６１２４

【期間延長】ウィズコロナ新規事業展開等支援金（市独自事業）

■問い合わせ先　経済振興課
　☎　６７２－２８１６
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市政フラッシュ市政フラッシュ
　
市
は
12
月
４
日
㈮
、
日
本
郵
便
㈱

と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

協
定
は
、
地
域
活
性
化
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
互
い
の
も

つ
人
的
・
物
的
資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
の
実
現
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、

観
光
情
報
や
移
住
・
定
住
に
関
す
る

情
報
発
信
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
連
携

す
る
予
定
。
今
回
協
定
の
対
象
と
な

る
の
は
、
市
内
11
郵
便
局
と
市
内
一

部
地
域
の
配
送
を
担
当
す
る
姫
路
市

の
香
寺
郵
便
局
の
計
12
局
。

　

和
田
山
郵
便
局
の
尾お

ば
や
し林

剛
つ
よ
し

局
長

は
「
郵
便
局
の
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日日
本
郵
便
株
式
会
社
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

　
市
と
市
消
防
団
は
11
月
29
日
㈰
、

市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、
消
防
車
両
の

受
け
渡
し
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
生
野
支
団
第
５
分
団
に
は

市
内
で
初
め
て
と
な
る
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積

載
車
、
山
東
支
団
第
１
分
団
に
は
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
導
入
。
こ
れ
ま

で
の
車
両
が
導
入
以
来
、
長
期
間
が

経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
か

ら
更
新
し
た
も
の
で
す
。

　

式
に
は
、
市
消
防
団
幹
部
な
ど
約

30
人
が
出
席
し
、
放
水
の
際
に
ホ
ー

ス
に
取
り
付
け
る
「
筒
先
」
が
生
野

支
団
第
５
分
団
の
菊き

く
ち地

輝て
る
き喜

分
団
長

（
栃
原
区
）
と
山
東
支
団
第
１
分
団

の
村む

ら
か
み上

裕ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
分
団
長
（
末
歳
区
）

に
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
分
団
長
は
「
一
日
も
早
く
操
作

を
習
得
し
、
市
民
の
安
心
安
全
な
暮

ら
し
の
た
め
に
邁
進
し
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

消消
防
車
両
更
新 

生
野
支
団
第
５
分
団
と
山
東
支
団
第
１
分
団協定書を手にする尾林剛和田山郵便局長（右）と

多次市長（左）

【
自
治
功
労
】

中
な か む ら

村 八
は ち ろ う

郎さん

（生野６区）

　
長
年
に
わ
た
り
区
長
と
し
て
、
自
治
会
活
動
や
地

域
づ
く
り
の
中
心
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
11
月
26
日
付
）

兵
庫
県
自
治
賞

【
自
治
功
労
】

後
ご と う

藤 敏
と し お

夫さん

（芳賀野区）

【
兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
表
彰
】

長な

が

の野 

久ひ

さ

し司
さ
ん
（
内
海
区
）

大お
お
も
り森 

げ
ん
さ
ん
（
朝
日
区
）

衣き
ぬ
が
わ川 

勝か
つ
の
ぶ信

さ
ん
（
弥
生
が
丘
１
区
）

松ま
つ
も
と本 

壽ひ

さ

し志
さ
ん
（
楽
音
寺
区
）

池い
け
も
と本 

則の

り

お夫
さ
ん
（
小
谷
区
）

住す
み
よ
し吉 

正ま
さ
ひ
ろ廣

さ
ん
（
西
地
区
）

中な
か
し
ま島 

隆た
か
ゆ
き幸

さ
ん
（
伊
由
市
場
区
）

椿つ
ば
き
の野 

恒つ

ね

お男
さ
ん
（
新
井
１
区
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

朝来市観光ＳＮＳアンバサダー“朝ばえ”メンバー募集中

■問い合わせ先　朝来市観光協会本部事務局　☎　６６８－９１７７

市内の観光施設・イベント・特産品など、市の魅力をいっしょに発信しませんか？
◆応募期限　１月１５日㈮まで

◆応募資格・募集定員　朝来市に在住・在勤する人または朝来市が好きな人　２０人

【上】筒先を受け取った菊地分団長
【下】筒先を受け取った村上分団長
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

は
、
陰
陽
五
行
説
に
も
と
づ
く
十

干
十
二
支
に
お
け
る
【
辛

か
の
と
う
し丑

年
】

に
あ
た
り
ま
す
。
「
辛
」
は
、
皆

さ
ん
が
想
像
さ
れ
る
通
り
「
つ
ら

い
・
か
ら
い
」
と
い
っ
た
苦
痛
を
、

一
方
で
「
丑
」
は
「
発
芽
直
前
の

芽
が
硬
い
殻
を
破
ろ
う
と
し
て
い

る
状
態
」
で
、
命
の
息
吹
を
表
し

て
い
ま
す
。
こ
の
一
見
相
反
す
る

文
字
の
組
み
合
わ
せ
「
辛
丑
」
は
、

相
互
の
力
を
生
か
し
強
め
合
う
関

係
び
あ
り
「
辛
い
こ
と
が
多
い
分

だ
け
、
大
き
な
希
望
が
芽
生
え
る

年
」
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。

　

い
ま
だ
終
息
の
み
え
な
い
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
、
世
界
中
が
辛

く
、
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
は
、
人
類
が
コ
ロ
ナ
に

打
ち
勝
ち
、
大
き
な
希
望
と
と
も

に
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
い

く
、
そ
ん
な
前
向
き
な
年
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
丑
年
に
ち
な
み
市
内
の

牛
に
関
係
す
る
文
化
財
を
み
わ
た

す
と
、
船
宮
古
墳
（
桑
市
区
）
出

土
の
「
牛
形
埴
輪
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
船
宮
古
墳
は
、
５
世
紀
後

半
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
前
方
後
円
墳
で
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
で
円
筒
埴
輪
や
形
象
埴
輪
が

多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
に
、
珍
し
い
形
の
埴
輪
が
あ

り
ま
し
た
。
発
見
当
初
は
、
こ
れ

が
何
を
模
し
た
も
の
か
は
不
明
で

し
た
。
し
か
し
、
２
つ
の
穴
に
通

し
た
リ
ン
グ
状
パ
ー
ツ
の
一
部
が

残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
調
査
後

の
研
究
に
よ
っ
て
牛
を
模
し
た
形

象
埴
輪
の
鼻
と
口
の
一
部
分
で
あ

る
と
断
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
形
埴
輪
は
こ
れ
ま
で
、
大
阪

府
守
口
市
の
梶
２
号
墳
、
奈
良
県

田
原
本
町
の
羽は

ご

た

子
田
遺
跡
（
い
ず

れ
も
６
世
紀
前
半
）
で
出
土
し
て

い
ま
す
が
、
鼻
輪
が
確
認
さ
れ
た

の
は
船
宮
古
墳
が
唯
一
で
あ
り
、

第158回

出土品からひもとく、古代あさごの社会出土品からひもとく、古代あさごの社会

～船宮さんの牛形～船宮さんの牛形埴埴
は に わは に わ

輪輪～～

　

市
は
12
月
７
日
㈪
、
朝
来
市
ヒ
メ

ハ
ナ
公
園
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

お
よ
び
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
を
除
く
既

設
遊
具
の
撤
去
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

伴
い
、お
披
露
目
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
園
後
25
年
が
経
過
し
、
遊
具
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と

や
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
回
の
取
り
組
み

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
や
な
せ
こ
ど

も
園
と
あ
わ
が
保
育
園
の

園
児
49
人
が
参
加
し
、
園

児
に
よ
る
風
船
飛
ば
し
が

行
わ
れ
た
後
、
早
速
園
児
た
ち
は
、

新
し
い
遊
具
で
元
気
よ
く
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
市
内
の
他
の
公
園

で
も
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

ヒヒ
メ
ハ
ナ
公
園
の
遊
具
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

市政フラッシュ市政フラッシュ

新たに設置された複合遊具で元気
よく遊ぶ園児ら

　
市
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
を

活
用
し
、
開
業
す
る
人
を
対
象

に
、市
と
市
商
工
会
が
補
助
す
る
「
に

ぎ
わ
い
創
出
事
業
」
を
利
用
し
た
化

粧
品
販
売
店
「
サ
ロ
ン
ド
コ
ス
メ

Ｖヴ

ィ

ヴ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
が
エ
ス
タ
和
田
山
１
階

に
、こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

創
業
し
た
の
は
赤
穂
市
で
化
粧
品

を
販
売
し
て
い
る
㈲
Ｋケ

ー

ズ’ｓ
企
画
の

小
林
さ
ん
で
、
以
前
か
ら
県
内
に
２

号
店
の
出
店
計
画
を
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
同
じ
化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド
を
扱

う
エ
ス
タ
内
の
既
存
店
か
ら
事
業
譲

渡
を
受
け
開
業
。

　

小
林
さ
ん
は
「
朝
来
の
女
性
の
皆
さ

ん
の
キ
レ
イ
の
お
手
伝
い
が
少
し
で
も

出
来
れ
ば
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぎ
わ
い
創
出
事
業
　
新
店
舗
オ
ー
プ
ン

にに

皆さんのお越しをお待ちしております
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か
つ
日
本
最
古
の
牛
形
埴
輪
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
朝
来
市
は
、
但
馬
最

大
規
模
を
誇
る
池
田
古
墳
や
、
近

畿
最
大
級
の
円
墳
で
あ
る
茶
す
り

山
古
墳
な
ど
、
大
型
古
墳
が
多
く

存
在
し
、
先
述
の
船
宮
古
墳
以
外

に
も
、
全
国
で
十
数
例
し
か
発
見

さ
れ
て
い
な
い
飛ひ

き

ん

も

ん

き

ょ

う

禽
文
鏡
が
出
土

し
た
若わ

か

す水
古
墳
な
ど
、
珍
し
く
貴

重
な
出
土
品
を
も
つ
古
墳
が
市
域

の
歴
史
を
個
性
あ
る
も
の
に
し
て

い
ま
す
。
但
馬
は
、
出
石
の
ア
メ

ノ
ヒ
ボ
コ
伝
承
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
古
代
か
ら
鉄
と
の
関
り
が

深
い
地
域
で
、
朝
来
市
で
は
茶
す

り
山
古
墳
出
土
品
が
鉄
文
化
の
代

表
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
以
外
に

も
、
６
世
紀
後
半
以
降
の
古
墳
で

は
、
金こ

ん

ど

う

そ

う

銅
装
大た

ち刀
や
馬
具
と
い
っ

た
き
ら
び
や
か
な
金
属
製
品
も
多

数
出
土
し
て
い
ま
す
。
宮
内
中
山

６
号
墳
（
宮
内
区
）
、
春
日
古
墳
（
林

垣
区
）
、
春
の
木
田
古
墳
（
久
田

和
区
）
な
ど
、
全
長
10
ｍ
前
後
の

古
墳
か
ら
出
土
し
た
金
銅
装
製
品

は
、
王
以
外
に
も
現
在
の
小
学
校

区
規
模
の
地
域
を
治
め
た
有
力
者

の
存
在
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
朝

来
市
で
は
１
４
０
０
を
超
え
る
古

墳
と
そ
れ
に
伴
う
大
型
集
落
跡
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
東
西
南
北
の

交
通
の
要
衝
と
い
う
、
今
な
お
続

く
地
の
利
を
活
か
し
た
社
会
を
形

成
し
、
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
課
で
は
、
古
代
朝
来
市

域
の
社
会
の
様
子
を
よ
り
鮮
明
に

し
て
い
く
た
め
、
古
墳
の
発
掘
調

査
を
継
続
的
に
進
め
て
お
り
、
令

和
２
年
度
は
西
山
１
号
墳
（
和
田

山
）
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
特
別
展
に
て
み
な
さ
ん
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

「銀の馬車道」の写真などを
　　　　　　　　　　探しています

 ■問い合わせ先　
 　文化財課 ☎ ６７０－７３３０
 　銀の馬車道ネットワーク協議会事務局 ☎ ０７９－２８１－９０５９

　市では、「銀の馬車道ネットワーク協議会」とと
もに、「生野鉱山寮馬車道（銀の馬車道）」の歴史を
受け継ぎ後世に伝えるため、往時の様子がうかがえ
る写真などを探しています。
　古い写真や資料をお持ちの皆さんは、ぜひ連絡く
ださい。ご協力お願いします。
◆収集資料
　明治～昭和初期頃の「銀の馬車道」沿線の写真、
　地図、手紙、日記、絵 など
◆収集期間　２月２６日㈮まで

◆収集方法　
　詳細は個別に相談に応じます。問い合わせ先まで
連絡をお願いします。
◆ https://www.gin-basha.jp/news/

　
12
月
14
日
㈪
、
田
治
米
合
名
会
社

の
田た

じ

め

治
米
博ひ

ろ

た

か貴
社
長
が
市
長
を
表
敬

訪
問
し
、
日
本
酒
コ
ン
ク
ー
ル
で
金

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
31
日
に
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ

れ
た
日
本
酒
の
コ
ン
ク
ー
ル

「
K

ク

ラ

u
r
a 

M マ

ス

タ

ー

a
s
t
e
r
」

に
お
い
て
、
同
社
は
４
年
連
続

で
金
賞
を
受
賞
。

　

今
回
出
品
し
た
「
竹ち

く

せ
ん泉 

香こ
う

い

ろ色

ラ
ベ
ル 

V ビ

ン

テ

ー

ジ

i
n
t
a
g
e
」

は
、
純
米
酒
の
部
門
で
３
年
連

続
の
金
賞
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

受
賞
を
う
け
田
治
米
社
長
は

「
朝
来
市
と
縁
深
い
フ
ラ
ン
ス
で
受

賞
し
た
こ
と
は
非
常
に
感
慨
深
い
」

と
話
さ
れ
、
多
次
勝
昭
市
長
は
「
大

変
喜
ば
し
い
。
市
の
特
産
品
と
一
緒

に
味
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

ま
し
た
。

４４
年
連
続
金
賞
受
賞
を
市
長
に
報
告 

田
治
米
合
名
会
社金賞の彰状を掲げる田治米博貴社長

西山１号墳での測量調査の様子

牛形埴輪の一部分



　
朝
来
警
察
署
は
12
月
８
日
㈫
、
朝

来
市
交
通
安
全
協
会
女
性
部
員
の
３

人
に
朝
来
警
察
署
の
濱は

ま

だ田
誠せ

い

し志
署
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ

ん
は
20
年
以
上
の
間
、
地
元
地
区
、

市
内
こ
ど
も
園
や
小
・
中
学
校
な
ど

で
、
交
通
事
故
防
止
活
動
や
交
通
ル
ー

ル
の
普
及
活
動
を
行
い
、
市
内
の
交

通
事
故
の
抑
制
や
交
通
秩
序
の
維
持

な
ど
、
警
察
業
務
の
推
進
に
対
し
大

き
く
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
赤あ

か

い井
典の

り

こ子
さ
ん
（
柳
原

区
）
は
「
地
域
の
人
の
理
解
や
仲
間
の

支
え
が
あ
っ
た
。
後
継
者
の
育
成
な
ど

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
置
区
は
、
令
和
２
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
の
収
益

を
財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
社

会
貢
献
事
業
）
を
活
用
し
、
玉
置
自

衛
消
防
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
購

入
を
行
い
ま
し
た
。

　

既
存
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
は
購
入
後
40
年
が
経
過

し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

最
新
の
ポ
ン
プ
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
で
、
同
自
衛
消
防

団
の
消
防
力
向
上
が
図
ら

れ
、
有
事
の
際
の
迅
速
な
初

期
消
火
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

同
自
衛
消
防
団
の
谷た

に

か

わ川

寛
ひ
ろ
し

団
長
は
「
１
日
も
早
く
操
作
方

法
を
身
に
付
け
た
い
。
こ
れ
か
ら
火

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
た
め
、

区
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
備
え

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
を
更
新　

玉
置
自
衛
消
防
団

消
防
ポ
ン
プ
を
更
新　

玉
置
自
衛
消
防
団

朝
来
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
贈
呈

朝
来
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
贈
呈

新たに導入された小型動力ポンプ

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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【左から】濱
は ま だ  せ い し

田誠志署長、赤
あ か い

井典
の り こ

子さん（柳原
区）、松

ま つ も と

本夏
な つ こ

子さん（法興寺区）、岡
お か も と

本照
て る こ

子さん
（滝田区）、廣

ひ ろ せ

瀬久
ひ さ や す

恭副署長

バ
ス
教
室
を
開
催　

糸
井
小
１
年
生
と
梁
瀬
小
５
年
生

バ
ス
教
室
を
開
催　

糸
井
小
１
年
生
と
梁
瀬
小
５
年
生

　
12
月
４
日
㈮
、
竹
田
小
学
校
で

「
『
人
権
の
花
』運
動
感
謝
状
伝
達
式
」

と
手
話
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し
花

を
育
て
る
こ
と
で
、
優
し
さ
と
思
い

や
り
の
心
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、

但
馬
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
。

　

当
日
は
こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
だ

４
年
生
22
人
の
児
童
と
人
権
擁
護
委

員
ら
関
係
者
が
出
席
し
、
児
童
に
よ

る
取
り
組
み
の
様
子
や
感
想
な
ど
の

発
表
の
後
、
神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡

支
局
の
山や

ま

も

と本
睦の

ぶ

え惠
支
局
長
か
ら
、
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
開
催
さ
れ
た
手
話
教
室

で
は
、
豊
岡
ろ
う
あ
協
会
の
谷た

に

き木

一か

ず

ま真
さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、
手

話
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

人
権
の
花
運
動
感
謝
状
伝
達
と
手
話
教
室　

竹
田
小
４
年
生

人
権
の
花
運
動
感
謝
状
伝
達
と
手
話
教
室　

竹
田
小
４
年
生

【左】この運動に「優しい気持ちで取り組めた」と感想を
述べる高

こうもと

本尊
たなる

成さん（久世田区）　【右】手話教室の様子

岩
津
ね
ぎ
収
穫
体
験　

山
口
小
学
校

岩
津
ね
ぎ
収
穫
体
験　

山
口
小
学
校

　
12
月
９
日
㈬
、
山
口
小
学
校
で
、

朝
来
市
特
産
品
岩
津
ね
ぎ
の
収
穫
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
市
と
同
校
は
、
羽
渕
老
人

ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
岩
津

ね
ぎ
の
栽
培
を
通
じ
て
農
業
の
大
切

さ
、
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
、
植
え
付
け
と
収
穫

体
験
を
実
施
。
こ
の
ほ
ど
収
穫
し
た

岩
津
ね
ぎ
は
７
月
中
旬
に
植
え
付
け

体
験
し
た
も
の
で
す
。

　

収
穫
体
験
を
し
た
小こ

や

ま山
蒼そ

う

す

け介
く
ん

（
立
野
区
）
は
「
甘
く
て
お
い
し
い
。

天
ぷ
ら
や
鍋
で
食
べ
る
の
が
好
き
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

折れないように気をつけて
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12
月
３
日
㈭
に
糸
井
小
１
年
生
20

人
と
、
９
日
㈬
に
梁
瀬
小
５
年
生
48

人
を
対
象
に
、
バ
ス
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
バ
ス
を
利
用
す
る
際
の

交
通
ル
ー
ル
や
乗
車
時
の
マ
ナ
ー
、

バ
ス
産
業
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
全
但
バ
ス
㈱
と

市
が
協
同
で
開
催
。
当
日
、
同
社
の

社
員
か
ら
バ
ス
の
現
状
や
バ
ス
利
用

時
の
注
意
点
に
つ
い
て
の
説
明
の
あ

と
、
実
際
に
路
線
バ
ス
に
乗
車
し
、

整
理
券
の
取
り
方
や
運
賃
の
支
払
い

方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
バ
ス
教
室
中
に
は
、
児
童
た

ち
か
ら
車
い
す
の
人
の
乗
車
方
法
や

バ
ス
の
構
造
な
ど
の
質
問
が
さ
れ
る

な
ど
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

バ
ス
教
室
を
開
催　

糸
井
小
１
年
生
と
梁
瀬
小
５
年
生

バ
ス
教
室
を
開
催　

糸
井
小
１
年
生
と
梁
瀬
小
５
年
生

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
和
田
山
高
校
と
和
田
山
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
が
共
同
で
12
月

17
日
㈭
、
和
田
山
町
内
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
３
１
８
人

へ
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と

交
流
し
地
域
貢
献
活
動
の
意
義
と
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
和
田
山
高
校
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
の
科
目
を
選
択
し

て
い
る
３
年
生
13
人
の
生
徒
の
皆
さ

ん
が
、
ケ
ー
キ
を
手
作
り
し
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
、
当
日
、
同
協
議
会

老
人
福
祉
部
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

高
齢
者
宅
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

　
12
月
11
日
㈮
、
東
河
小
３
・
４
年

生
計
43
人
を
対
象
に
、
師
走
の
伝
統

行
事
の
「
し
め
縄
づ
く
り
」
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
河
小
学
校
で
は
毎
年
、
４
年
生

を
対
象
に
１
年
を
通
し
て
「
米
作
り
」

が
行
わ
れ
、
３
年
生
は
次
年
度
の
学

習
に
つ
な
が
る
よ
う
こ
の
体
験
か
ら

参
加
。
今
回
使
用
し
た
藁わ

ら

は
、
春
に

田
植
え
を
し
秋
に
収
穫
し
た
も
ち
米

の
藁
を
き
れ
い
に
そ
い
だ
も
の
を
使

い
、
正
月
用
の
し
め
縄
づ
く
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

し
め
縄
体
験
を
し
た
稲い

な

づ津
咲さ

き希
さ

ん
（
久
田
和
区
）
は
「
藁
を
ね
じ
る

の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
に

で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

う
ま
く
で
き
た
よ
！

う
ま
く
で
き
た
よ
！  

し
め
縄
づ
く
り
体
験

し
め
縄
づ
く
り
体
験  

東
河
小
３
・
４
年
生

東
河
小
３
・
４
年
生

市
指
定
文
化
財
の
大
明
寺　

修
繕
工
事
完
了

市
指
定
文
化
財
の
大
明
寺　

修
繕
工
事
完
了

　
生
野
町
黒
川
区
に
あ
り
市
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
明
寺

の
大
規
模
改
修
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し

ま
し
た
。

路線バス車両に乗車した梁瀬小５年生の皆さん

しめ縄をがんばって作る【左から】濱
はま

心
み ゆ う

優さん（岡田
区）、稲

い な づ

津咲
さ き

希さん（久田和区）、山
やまもと

本恵
け い た

大さん（弥生
が丘１区）

改修工事が完了した大明寺の開山堂

ケーキを作製した和田山高校の皆さん

　

大
明
寺
は
、
正
平
22
年

（
１
３
６
７
年
）
に
開
基

さ
れ
た
臨
済
宗
妙
心
寺
派

の
古
刹
。
今
回
修
繕
が
行

わ
れ
た
の
は
、
建
立
当
時

の
ま
ま
の
茅
葺
入
母
屋
造

り
の
開
山
堂
の
屋
根
部
分

や
山
門
や
鐘
楼
な
ど
。
老

朽
化
に
よ
り
傷
み
が
大
き

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
部

市
補
助
事
業
を
活
用
し
修

繕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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暮らしのお知らせ

【お詫びと訂正】広報「朝来」１２月号４㌻に掲載した「あさご暮らし住宅取得等応援事業」の「家賃補助」の対象期間を「平成２９年１月２日から
令和２年１月１日までの…」と記載しましたが、正しくは「平成３０年１月２日から令和２年１月１日までの…」です。お詫びして訂正いたします。

　
豊
岡
年
金
事
務
所
職
員

が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
４
日
㈭
、

　
10
時
～
16
時

▽
会
場
　
市
役
所
本
庁
舎

　
４
０
１
会
議
室
　

▽
そ
の
他

　
前
日
ま
で
に
予
約
し
て

　
く
だ
さ
い
。
相
談
当
日

　
は
、
年
金
手
帳
な
ど
基

　
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

　
も
の
、
運
転
免
許
証
な

　
ど
身
分
が
証
明
で
き
る

　
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
豊
岡
年
金
事
務
所

　
☎
　
０
７
９
６
（
２
２
）
０
９
４
８

　
兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
但
馬
支
部
は
、
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
会
場

　
2
月
20
日
㈯
、
13
時
　

　
30
分
～
16
時
、
豊
岡
市

　
民
プ
ラ
ザ
市
民
活
動
室
Ｂ

　（
豊
岡
市
大
手
町
）　

▽
内
容

　
土
地
建
物
登
記
、
土
地

　
境
界
に
関
す
る
相
談

▽
申
し
込
み

　
前
日
の
17
時
ま
で
に
電

　
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

　
☎
　
０
７
９
６
（
２
３
）
３
８
６
０

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

は
、
国
有
林
の
事
業
運
営

な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
の

理
解
を
深
め
、
意
見
や
要

望
を
聞
き
、
国
有
林
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

令
和
３
年
度
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
　
県
内
在
住
で
、
森

　
林
・
林
業
及
び
国
有
林
に
関

　
心
の
あ
る
成
人
の
皆
さ
ん

※
た
だ
し
、
国
会
及
び
地

　
方
議
会
の
議
員
、
地
方

　
公
共
団
体
の
長
、
常
勤

　
の
国
家
公
務
員
、
平
成

　
30
年
度
か
ら
令
和
２
年

　
度
ま
で
３
年
連
続
し
て

　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務

　
め
ら
れ
た
人
を
除
く
。

第第１７４１７４回回 国国 保保 のの ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先
市 民 課 ☎ 672-6120　生野支所 ☎ 679-2240
山東支所 ☎ 676-2080　朝来支所 ☎ 677-1165 

　健診は、受けたらそれで終わりではありません。気になるこ
とがあったら自ら生活習慣の改善に取り組むことはもちろん、
保健指導を受診したり、かかりつけ医に報告して治療に活かし
てもらうなど、有効に活用しましょう。
【特定保健指導は必ず受けましょう】
　特定健診の結果、市または市指定の委託事業者から、特定保健
指導の案内があった場合には、必ず特定保健指導を受けましょう。
　特定保健指導は、保健師や栄養士の指導を受けられる絶好の機
会です。生活習慣改善のチャンスを逃さないようにしましょう。
【健診結果は捨てずに保管しておきましょう】
　健診で特に異常がなかったからといって、結果をすぐに廃棄
していませんか？健診結果を過去のものと見比べながら、数値
がどのように変化しているのかを確認しましょう。検査値がた
とえ基準値内であっても、少しずつ基準値外に近づいているよ
うな場合には、早めに改善策を実行することで、生活習慣病を
未然に回避することも可能になります。
【健診を受けたことをかかりつけ医に伝えましょう】
　現在通院している人は、特定健診の結果をかかりつけ医に話
しましょう。健診の結果が、現在かかっている病気の治療に役立
つ場合や、検査の重複を避けられる場合があります。結果的に医
療費の削減につながることがあるので、忘れずに伝えましょう。

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

▽
任
期

　
令
和
３
年
４
月
１
日
～

　
令
和
４
年
３
月
31
日

▽
応
募
締
切
　
２
月
１
日
㈪

▽
そ
の
他

　
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森
林

　
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　（
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
国

　
有
林
モ
ニ
タ
ー
で
検
索
）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　
総
務
企
画
部
　
企
画
調

　
整
課
林
政
推
進
係

　
☎
　
０
６
（
６
８
８
１
）
３
４
０
１

　
市
は
、
次
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

（
注
）
条
件
に
よ
っ
て
表

　
示
さ
れ
て
い
る
家
賃
　

　（
月
額
）
よ
り
も
高
く

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

　
１
月
15
日
㈮
ま
で

▽
入
居
申
込
資
格

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

　
い
な
い
人

◎
現
に
同
居
し
、
ま
た
は

　
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

　
族
が
あ
る
人

◎
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し

　
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
そ
の
者
ま
た
は
現
に
同

　
居
親
族
が
、
暴
力
団
員

　
で
な
い
こ
と

お
知
ら
せ

《健診をもっと有効なものにするために》

出
張
年
金
相
談

土
地
家
屋
調
査
士 

無
料
相
談
会

募

集

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

① ② ③
住宅の
名称

土田荘第２住宅
３０４号室

枚田住宅
７０１号室

生野２区住宅
１Ｃ号室

場所 和田山町土田 和田山町枚田 生野町口銀谷

間取り ３DK ３DK ２LDK
家賃

（月額）
19,100 円

～ 28,500 円
23,400 円

～ 34,800 円
20,900 円

～ 31,200 円
募集
戸数 １戸 １戸 １戸

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

『兵庫緊急死亡労働災害根絶運動』実施中！
―急増する死亡労働災害の根絶に向けた緊急取組―
◆実施期間　11 月 20 日㈮から１月 31 日㈰まで

兵庫労働局ホームページ
https://jsite.mhlw.go.jp/hyogo-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei/newpage_00002.html

■問い合わせ先　兵庫労働局労働基準部安全課　☎　０７８（３６７）９１５２
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◎
所
得
要
件
が
条
例
に
規

　
定
す
る
範
囲
を
超
え
て

　
い
な
い
人

※
申
し
込
み
資
格
の
詳
細

　
な
ど
は
、
担
当
課
ま
で

　
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

　
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
開
発
課

　
☎
　
６
７
２
︱
６
１
２
７

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の
地

域
資
源
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
将
来
的
に
携
わ
る
能
力

と
意
欲
の
あ
る
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

▽
対
象

◎
博
士
前
期
課
程

　
大
学
卒
業
者
（
見
込
み

　
含
む
）、
も
し
く
は
同

　
等
の
学
力
が
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
る
社
会
人
経
験

　
者
や
留
学
生

◎
博
士
後
期
課
程

　
修
士
課
程
を
修
了
も
し

　
く
は
同
等
の
学
力
の
あ

　
る
人

▽
募
集
人
員

◎
博
士
前
期
課
程
　
12
名

※
Ａ
日
程
（
８
月
）、
Ｂ

　
日
程
（
12
月
）
を
含
む

◎
博
士
後
期
課
程
　
２
名

※
第
１
回
を
含
む

▽
出
願
資
格
認
定
　
１
月

24
日
㈰
～
２
月
６
日
㈯

▽
願
書
受
付
期
間

　
２
月
10
日
㈬
～
23
日
㈫

▽
試
験
日
時

　
３
月
７
日
㈰
、
11
時
～

▽
試
験
会
場

豊
岡
ジ
オ
・

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
　

　
パ
ス
、
神
戸
商
科
キ
ャ

　
ン
パ
ス

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ

キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
務
課

　
☎
　
０
７
９
６
（
３
４
）
６
０
７
９

rrm
@

ofc.u-hy
ogo.ac.jp

　
県
立
南
但
馬
自
然
学
校

は
、
次
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
内
容
︵
テ
ー
マ
︶

﹁
早
春
の
里
山
を
楽
し
も
う
！

～
蕎
麦
打
ち
体
験
～
﹂

▽
日
時
・
会
場

　
２
月
27
日
㈯
、
15
時
　

30
分
～
18
時
、
県
立
南

　
但
馬
自
然
学
校

▽
募
集
定
員

20
人
程
度

▽
募
集
期
間

１
月
25
日
㈪
～
２
月
22
日
㈪

▽
参
加
費
　
１
人
あ
た
り

　
１
０
５
０
円（
食
材
費
、

　
保
険
料
）

▽
そ
の
他

　
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

　
は
、
県
立
南
但
馬
自
然

　
学
校
ま
で
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
南
但
馬
自
然
学
校

　
☎
　
６
７
６
︱
４
７
３
１

　
但
馬
長
寿
の
郷
づ
く
り

協
議
会
は
、
令
和
３
年
度

﹁
但
馬
長
寿
の
郷

い
き
い

き
教
室
﹂
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

▽
開
講
教
室
　
陶
芸
、
木

　
工
、
絵
て
が
み
、
粘
土

　
工
芸
、手
づ
く
り
パ
ン
、

　
歌
謡
カ
ラ
オ
ケ
、
押
し

花
、
仏
像
彫
刻
、
水
彩
画

▽
申
込
締
切

　
２
月
26
日
㈮
ま
で

▽
そ
の
他

　
詳
細
は
、
但
馬
長
寿
の

　
郷
づ
く
り
協
議
会
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
長
寿
の
郷
づ
く
り
協
議
会

　
☎
　
０
７
９
（
６
６
２
）
８
４
５
６

　
銀
の
馬
車
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
は
、
日
本

遺
産
﹁
銀
の
馬
車
道

鉱

石
の
道
﹂
を
テ
ー
マ
に
詠

ん
だ
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
す
。

▽
募
集
テ
ー
マ

﹁
銀
の
馬
車
道

鉱
石
の
道
﹂

沿
線
の
豊
か
な
自
然
や

　
文
化
、
歴
史
な
ど
を
　

　
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳

▽
募
集
期
間

１
月
29
日
㈮
ま
で
※
必
着

▽
応
募
作
品
・
点
数
な
ど

〇
自
作
品
で
未
発
表
の
も
の

〇
１
人
２
点
ま
で

※
た
だ
し
入
選
は
１
人
１
句

▽
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

　
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

　
は
は
が
き
に
貼
り
付
け

て
提
出
し
て
く
だ
さ
く
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
中
播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー

県
民
交
流
室
産
業
観
光
課

（
銀
の
馬
車
道
担
当
）

　
☎
　
０
７
９
（
２
８
１
）
９
０
３
４

子ども＝１５歳以下　高齢者＝６５歳以上

※累計は令和２年の合計

交通事故の状況
（朝来警察署）

区分 件数 累計

人身事故 ３ ５４

死
者

子ども ０ ０

高齢者 ０ １

その他 ０ ０

合計 ０ １

傷
者

子ども ０ ９

高齢者 ０ １６

その他 ３ ４７

合計 ３ ７２

物損事故 ６７ ６４４

自転車関連事故 ０ ５

（１１月中）

火災・救急の状況
（朝来消防署）

区分 件数

火
災

建物 ０

林野 ０

車両 ０

その他 ０

合計 ０

累計 ９

救
急

交通事故 ８

一般負傷 １８

急病 ６０

その他 ２０

合計 １０６

累計 １２６１

（１１月中）

税
１月の税１月の税

納期  ２月１日㈪まで

市 県 民 税　　　４期

国民健康保険税　７期

第
３
回
遊
友
体
験
活
動

参
加
者
募
集

令
和
３
年
度
入
学
者
募
集

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

但
馬
長
寿
の
郷

い
き
い
き
教
室

受
講
生
募
集

日
本
遺
産
﹁
銀
の
馬
車
道

鉱
石

の
道
﹂
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
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暮らしのお知らせ

　
公
立
豊
岡
病
院
組
合

は
、
次
の
と
お
り
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

※
予
定
人
員
が
確
保
で
き

　
た
と
き
は
、
試
験
を
実

　
施
し
ま
せ
ん
。

▽
職
種
及
び
募
集
人
数

　
看
護
師
及
び
助
産
師
、

　
各
12
人

▽
試
験
内
容

　
適
性
試
験
及
び
面
接
試
験

▽
受
験
資
格

　
看
護
師
（
助
産
師
）
免

　
許
取
得
者
ま
た
は
取
得

　
見
込
の
あ
る
者

▽
採
用
予
定
日

　
令
和
３
年
４
月
１
日

▽
受
付
期
間

〇
第
７
回
　
２
月
19
日
㈮
ま
で

〇
第
８
回
　
３
月
５
日
㈮
ま
で

▽
試
験
日

〇
第
７
回
　
２
月
27
日
㈯

〇
第
８
回
　
３
月
20
日
㈯

▽
会
場

　
公
立
豊
岡
病
院
組
合
立

　
豊
岡
病
院

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
問

　
い
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募

集

　カードの交付・更新・申請受付を行います。平日にお越しになれない人は、ぜひご利
用ください。※予約が無い場合は開設しません
■開設日時　１月１０日㈰、２月１４日㈰、8：30 ～12：00
■開設場所　市役所本庁舎１階　市民課
■予約方法　電話にて受付

１月・２月のマイナンバーカード休日窓口のお知らせ（予約制）

■問い合わせ先　市民課　☎　６７２－６１２０

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

受
講
生
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集

公
立
豊
岡
病
院
組
合

職
員
募
集

放
送
大
学
　
入
学
生
募
集

放送大学ＨＰ



お誕生おめでとうお誕生おめでとう（敬称略）（敬称略）

15 令和３年１月号

各 種 相 談 の ご 案 内

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時　１月１４日㈭　１３時３０分～１５時
場　生野保健センター、和田山生涯学習センター
問　人権推進課　☎ ６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料）　　　　　　　　　　　　　 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時　１月１３日㈬　１２時３０分～１５時３０分
場　市役所本庁舎４０４会議室
問 · 予　人権推進課　☎ ６７２－６１２２

時　２月１５日㈪　１０時～１１時３０分
場　市役所本庁舎１階相談室
　　朝来庁舎
問　市民課　☎６７２－６１２０

行政相談（無料）　　　　　　　　　 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます。

時　２月１日㈪　１３時～１６時
場　山東老人福祉センター
問　朝来市社会福祉協議会山東地域センター  ☎ ６７６－５２１５

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談

時　２月６日㈯　１３時～１６時
場　和田山ジュピターホール
問 · 予　兵庫県司法書士会但馬支部　☎ ０７９６（２３）８０１１

司法書士による法律相談会（無料）　　　　　　　　　　　　　　　司法書士によ
る登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）

時　１月２８日㈭　１３時～１５時
場　和田山老人福祉センター
問 · 予　兵庫県弁護士会　☎　０７８（３５１）１２３３

総合法律センター南たじま相談所　　　　　　　　　　　　　　　弁護士による
法律相談（予約制・１回３０分・相談料 5,500 円）

若者就労・支援に関する相談会（無料）　　　　　　　　　　　　　　　  若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向けた
相談に応じます（予約制）
時　第２・４水曜日 １３時～１６時
場　山東生涯学習センター（山東庁舎内）
※朝来生涯学習センターでも随時実施（月１回程度要予約）
問 · 予　労協若者サポートステーション豊岡　☎ 0796（34）6333

戸籍の窓
＊掲載対象期間
11 月 16 日～12 月 15 日
届出分

（令和２年 11 月 30 日現在）

総人口　29,769 人
　　（-16）　   

男　　　14,267 人
（-17）　

女　　　15,502 人
（+1）　

世帯数 12,304 世帯
（+7）　 

（　）は前月比

ホール・美術館の催し　●詳細は各施設で確認してください

あさご芸術の森美術館 ☎ ６７０－４１１１　㊡ 水曜日　

入館料　大人５００円／高校・大学生３００円／小・中学生２００円（ココロンカードで無料）

ヒメハナ公園ウツギの館 ☎　６７６ー４５８７　㊡月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）　

キルト・木工・アクセサリー二人展 出展者：藤
ふじわら

原安
あ つ こ

都子（新井区）・鰞
うぐもり

森丸
ま る み

美（田路区）
会期：１月７日㈭～１月２４日㈰
二人展体験教室：１月１０日㈰、１１日㈪　各１０時～１２時 １４時～１６時
フェルトアクセサリー作り※ヒメハナ公園に申し込みください。
※開館：９時～１７時　展示の最終日は１５時に終了予定

兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

79-451（１月のテーマ）　【月曜】女性のための避妊法

【火曜】医療と消費税【水曜】ウォーキング ー足が痛くなったらー【木曜】慢性腎臓病と透析【金土日】ピアスによるトラブル

朝来市新井１７２　
☎　６７０－４７００

１月の休館日のお知らせ
毎週水曜日と日曜日
１月 11 日（月・祝）

２０２１年は１月１２日㈫からオープンいたします！

あけましておめでとうございます。
昨年は多くの皆さんに来館していただき
誠にありがとうございました。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。
今年も新春来館キャンペーンを行ないます。

『アート２０２１干支展 丑』
会場：美術館２階企画展示室 会期：１月１１日㈪まで

『２０２１干支絵手紙コンクール』 会場：美術館２階企画展示室　
巡回展 会場：生野マインホール 会期１月１３日㈬～３１日㈰

『～朝来からの風～『朝展』２０２１』
会場：美術館２階企画展示室　会期１月２３日㈯～３月７日㈰
※展示、作品募集の詳しい内容については美術館またはホー
　ムページでご確認ください。

※翌日１月１３日㈬は休館日ですのでご注意ください。

キャンペーン期間：１月 12 日㈫～ 30 日㈯

たくさんの皆さんに来館していただくため、ゲームを用意し
てお待ちしています。入館時にチャレンジをし、日用品や利
用券をゲット！皆さまのご来館をお待ちしております。
※商品がなくなりしだい終了とさせていただきます。
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職種 保育教諭 保育教諭
（経験者枠） 保健師

採用予定人数 若干名

受験資格

保育士資格および幼稚園教
諭免許を有する人または同
資格および同免許を来春ま
でに取得見込みの人で平成
３年４月２日以降に生まれ
た人

保育士資格および幼稚園教諭免許を有す
る人で昭和 55 年４月２日から平成３年４
月 1 日までに生まれた人で、民間こども
園などでの職務経験が通算して３年以上
ある人
※職務経験として通算できるのは、正職員、臨時、
　アルバイトなど雇用形態を問わず、常勤的な勤
　務形態（週 30 時間以上）で就業していたもの
　に限ります。また、複数園での職務経験がある
　場合は、常勤的な勤務形態で６カ月以上継続し
　て勤務したものが対象。また、高校、大学など
　の在学中におけるアルバイトなどの職務経験　
　は、対象とはなりません。

昭和 60 年４月２日以降に生まれた
人で、保健師免許を有する人また
は同資格を来春に取得見込みの人

試験日
一次会場 １月 24 日㈰　朝来市役所本庁舎（和田山町東谷２１３番地１）

試験内容 専門試験・職場適応性検査・作文試験

提出書類

①受験申込書、受験票（市役所本庁総務課・各支所で交付）
※市ホームページからも取得可能
※郵送での請求も可能
②職種区分ごとに次の書類を提出していただきます。

【保育教諭】保育士資格証明書の写しまたは同資格取得見込み証明書および幼稚園教諭免許状の写しまたは同
　免許取得見込み証明書が必要
※経験者枠については、同資格証明書および同免許状の写しのみとなります。

【保健師】保健師免許の写しまたは同資格を取得見込みであることが確認できる書類

受付期間 １月８日㈮まで
※８時３０分～１７時１５分、土曜日、日曜日及び祝祭日は除く※郵送の場合は、１月８日㈮１７時必着

※詳細については、市ホームページに掲載しています。

朝来市正規職員を募集します
　　　　　　　令和３年４月採用予定　職員採用試験

■問い合わせ先　総務課　☎６７２－６１１５

　■問い合わせ先　
　兵庫県立但馬技術大学校　☎　０７９６（２４）２２３３

　県立但馬技術大学校では、次のとおり学生を募集
します。

令和３年度学校生の募集
（兵庫県立但馬技術大学校）

◆令和３年度生　県立但馬技術大学校学生募集（第２回）

募集学科 〈2 年制〉自動車工学科、建築工学科、機械工学科
〈1 年制〉総合ビジネス学科

試験区分 一般入校試験（第 2 回）

試験日 令和 3 年 1 月 23 日㈯

募集期間 令和 3 年 1 月 15 日㈮まで※期間末日必着

■問い合わせ先  県立但馬長寿の郷  ☎ ０７９（６６２）８４５６

　県立但馬長寿の郷は、豊かな自然の中で宿泊・研修・
交流などができる県立施設です。
　会議・研修・学会をはじめ、各種発表会・セミナー・
オリエンテーション・サークル活動など、さまざまな
集いの場として利用できます。ぜひ、ご利用ください。

県立但馬長寿の郷
のご案内

「あんこうの手縫い小物づくり」
参加者募集

　令和３年度朝来市で開催される「日本オオサンショウ
ウオの会朝来大会」に向け、あんこう（オオサンショウ
ウオの通称）を市内の皆さんに知っていただき、大会を
市全体で盛り上げていこうという目的で、市民講座を開
催します！
　コロッとかわいいフォルムのあんこうの小物を作って
みませんか。
◆日時　１月２６日㈫、２月９日㈫、１６日㈫、３月９日㈫、
　１３時から１６時
※全４回受講できる人を優先します
◆会場　和田山生涯学習センター
◆定員　１０人（応募者多数の場合は抽選）
◆参加費　無料（※別途、各回材料費が必要）
◆その他　詳しくは、各生涯学習センターおよび生野ま
　ちづくり工房「井筒屋」に設置のチラシを確認ください。

■問い合わせ先　和田山生涯学習センター　☎　６７２－０１８８

◆令和３年度生　県立但馬技術大学校学生募集（第３回）

募集学科 〈2 年制〉自動車工学科、建築工学科、機械工学科
〈1 年制〉総合ビジネス学科

試験区分 一般入校試験（第 3 回）

試験日 令和 3 年 2 月 20 日㈯

募集期間 ２月３日㈬～ 12 日㈮　※期間末日必着
※募集人員を満たした科は、第 3 回の一般入校試験を実施しない
　ことがあります。

◆試験会場　
　豊岡会場（県立但馬技術大学校）
　明石会場（明石商工会議所ビル）※第２回のみ
※その他、詳しくは県立但馬技術大学校に問い合わ
　せください。

暮らしのお知らせ
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朝来市少年少女オーケストラ
第 33 期生団員募集

　朝来市少年少女オーケストラでは、音楽が好きな人、
バイオリンが弾けるようになりたい人、みんなでオーケ
ストラを楽しみたい人を対象に、新入団員を募集してい
ます。ぜひご応募ください。

◆募集対象
〇バイオリン…小学校２・３年生
※その他の学年は別途相談に応じます。
〇管楽器、打楽器…小学校高学年以上
◆練習日
　火曜日…１８時３０分～２０時
　土曜日…１５時～１７時
※練習日には、練習を公開しています。いつでも見学に
　来てください。バイオリン体験もできます。
◆練習場所　和田山生涯学習センター
◆申し込み方法　
　各小・中学校または事務局に申し込みください。
◆募集締切　
　２月１６日㈫
◆第３３期生入団式　
　２月２０日㈯　１４時～、
　和田山ジュピターホール（和田山町玉置）

■問い合わせ先　和田山生涯学習センター内
　少年少女オーケストラ事務局　☎　６７２－６１７０

芸術文化観光専門職大学　
　　　　　　　令和３年 4 月開学
　令和３年４月に芸術文化観光専門職大学が開学します。

全国からの多数の出願者
◆入試出願の状況
〇学校推薦型選抜　定員２０人　出願９８人（倍率４．９倍）
〇総合型選抜　定員２０人　出願２２１人（倍率１１．１倍）
　大学の設置認可から出願までの期間が短かったもの
の、北海道から沖縄まで、日本全国から多数の出願があ
りました。令和３年１月には、一般選抜の願書を受け付
けます。

地域の皆さんも利用できる交流の場の設置
◆地域とともにある大学
　大学内には、地域の皆さんも利用していただける図書
館などを設置し、大学は地域に開かれた交流の場となる
ことを目指し、地域の皆さんと大学・学生の繋がりをつ
くります。

地域の皆さんが参加する事業を実施予定
◆地域を元気にする事業を計画中
　平田オリザ学長予定者をはじめ、各界で世界的に活躍
する教員陣が行う講座や、実務経験が豊富な教員からの
専門的なアドバイス、大学の専門分野である「芸術文化」

「観光」「経営」に関する高校生への出前授業など、地域
の企業や住民の皆さんと連携し、一緒にこれからの但馬
地域を元気にする事業を開学前から計画しています。
　地域との連携事業を積極的に実施するために、学内に

『地域リサーチ＆イノベーションセンター』を設置します。
※２月号では「地域リサーチ＆イノベーションセンター」
　について、詳しく紹介します。

■問い合わせ先　
　兵庫県専門職大学準備課　☎　０７８（３６２）３３７７

※地域にオープ
　ンな交流の場
　の１つとなる
　大学の図書館
　のイメージ

大学の概要
　但馬に初めて誕生する４年制大学で、「芸術文化」と

「観光」という２つの視点から新たなビジネスを生み出
し、地域を活性化させるプ
ロフェッショナルを育成し
ます。

■学部学科　
　芸術文化・観光学部
　芸術文化・観光学科
■定員　入学定員８０人
　　　／収容定員３２０人
■開設場所
　豊岡市山王町７－５２
※ＪＲ豊岡駅から徒歩７分

新成人のみなさんへ
　20 歳になったら国民年金

■問い合わせ先　豊岡年金事務所　☎　０７９６（２２）０９４８
　　　　　　　　市民課　　　　 ☎　６７２－６１２０

　２０歳になると大人としての権利が与えられると同時
に義務も生じます。国民年金に加入し、保険料を納める
のもその義務の一つです。
　年金制度は、日本国内に住む２０歳から６０歳の『現役
世代』の人たちが納める保険料によって運営されています。
　国民年金は、保険料を納めることで、年金を受給する
ことにつながります。
３種類の国民年金の加入者
　国民年金の加入者の職業などで手続きや保険料の納め方が違います。
〇第１号被保険者 【令和２年度保険料 １カ月 １６，５４０円】
　日本国内に住む２０歳以上６０歳未満の自営業者・農林
　漁業者とその配偶者・学生、無職の人など
※日本年金機構から国民年金に加入のお知らせが届きます。
　保険料の納付は自分で行います。

〇第２号被保険者　厚生年金保険に加入している人（会社員・公務員など）
※加入手続きは勤務先が行い、保険料は給料から天引きされます。

〇第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている２０歳以上６０歳未満の配偶者
※加入手続きは配偶者の勤務先が行い、自分で保険料を納
　める必要はありません。

※経済的な理由などで保険料を納めるのが困難なときや学生の皆さ
　んには、手続きを行うことで保険料が免除（全額・一部）、納付
　猶予（５０歳未満）される制度がありますので、ご相談ください。

暮らしのお知らせ



18

健康健康コーナーコーナー
■問い合わせ先
　地域医療・健康課
　☎６７２－５２６９（朝来市保健センター）

健康カレンダー健康カレンダー
１／１６～２／１５１／１６～２／１５

月 日 曜日 内容 場所

１
月

１９ 火 こころのケア相談（予約制）朝来市保健センター

２０ 水 離乳食教室 朝来市保健センター

２１ 木 ８カ月児健診 朝来市保健センター

２７ 水 献血 商工会朝来支所

２
月

４ 木 １歳６カ月児健診 朝来市保健センター

５ 金 ３歳児健診 朝来市保健センター

１０ 水 離乳食教室 朝来市保健センター

【診療日】

　◎１月…１日㈮、2 日㈯、３日㈰、１０日㈰、

　　　　　１１日㈪、１７日㈰、２４日㈰、３１日㈰

　◎２月…７日㈰、１１日㈭、１４日㈰、２１日㈰、

　　　　　２３日㈫、２８日㈰

【受付時間】　８時３０分～１１時３０分、１３時～１６時

【診療科】　内科、小児科

【場　所】　法興寺３７８‐１（朝来市保健センター併設）

【持ち物】　保険証、医療証、診療費

【連絡・問い合わせ先】　南但休日診療所（☎ 672-5269）

※受診時には電話でご連絡ください。

南但休日診療所《１月・２月診療日》

　毎年、冬期に流行するインフルエンザを予防する

ために、次のことに気をつけましょう。

◆インフルエンザ予防接種を受ける

※高齢者インフルエンザ予防接種や任意インフルエ

　ンザ予防接種の助成期間は１月３１日㈰まで　

◆マスクの着用

◆手洗いと手指消毒の徹底

◆十分な休養とバランスのよい食事

☆発熱など、体調不良がある場合は、かかりつけ医
　に電話相談してから受診しましょう。
☆かかりつけ医のない人は、下記相談センターで相
　談してください。

【平日】…発熱等受診・相談センター　☎　６７２－０５５５

【夜間・休日】…新型コロナ健康相談コールセンター  ☎  ０７８－３６２－９９８０

※新型コロナウイルス感染症とインフルエンザは症

　状が似ています。適切な治療を受けるためにも、

　事前の電話相談を必ずお願いします。

※なお、受診の際にはマスクを着用し、感染防止に

　努め、家族や周りにうつさないようにしましょう。

インフルエンザ予防の決め手

　令和２年度あさ GO ！健幸づくりカレンダーの記

入はすすんでいますか？健幸づくりポイントの寄付・

交換申請の受付中です。

◆交換品申請期限　１月２９日㈮必着

※期限以降の申請は受付しません。

◆寄付・交換申請窓口　

　本庁・各支所、生涯学習課

　地域医療・健康課、市内地域自治協議会（１１カ所）

あさ GO! 健幸づくりカレンダーの
ポイントの交換をお忘れなく！！

　ひとりで悩んでいませんか？専門医や公認心理師
などが、他の人にはなかなか話しにくい悩みの相談
に応じます。いずれの相談も無料です。完全予約制
で秘密は厳守されますので、安心して利用ください。
相談を希望する場合は、電話で予約をお願いします。
●こころのケア相談（朝来市）

【申込・問い合わせ先】　地域医療・健康課　☎ 672-5269

●若者のこころの相談（兵庫県朝来健康福祉事務所）
【日時】　　１月２８日㈭　１３時３０分～１６時
【相談員】　公認心理師
【会場】　　兵庫県朝来健康福祉事務所
【申込・問い合わせ先】　県朝来健康福祉事務所　☎ 672-0555

期日 時間 相談員 会場

１月１９日㈫ 13 時 30 分～ 16 時 30 分 公認
心理師 朝来市

保健センター２月１７日㈬ 14 時～ 16 時 精神科
医師

「こころの内にある悩み、話してみませんか？」
～まずは、お電話ください～

　献血者が少ない冬期に、安全な血液製剤の安定供

給を確保するため、成人を迎える若者を中心に、「は

たちの献血」キャンペーンを実施しています。

　今後、医療の進歩に伴い血液製剤の需要が増加す

る一方で、少子高齢化により献血可能人口が減少し、

必要とされる血液が不足することが予想されます。

　これまで以上に、皆さまから献血に協力をいただ

く必要があります。新成人の皆さん、はたちの記念

にぜひ献血に行ってみませんか。

「はたちの献血」キャンペーン実施中

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お
　持ちの人）をご持参ください。
※輸血の安全性を高める４００mL 献血への協力をお願いします。
※プラス１

ワン

献血（年間複数回献血）にご協力ください。

【１月の献血予定】
期日 時間 会場

１月２７日㈬ ９時３０分～１２時
１３時～１５時３０分

商工会朝来支所
※４００ml 献血のみ
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間食（おやつ）を楽しく摂りましょう
　おやつと聞くと、チョコレートや煎餅などのお菓

子を思い浮かべる人が多いと思います。おやつは間

食ともいい、お菓子の他に果物や乳製品・菓子パン

などさまざまです。間食には食事だけで摂取しにく

い栄養素を補う役割と、気分転換やコミュニケー

ションを円滑にするなどの役割もあります。

　しかし、好きなものを好きなだけ食べればエネル

ギーや塩分・糖分などの摂り過ぎにつながる可能性

があります。また、摂り過ぎることで食事時間が不

規則になり生活リズムを崩すことにもなるため、時

間や量・内容に気をつけて楽しく摂りましょう。

＜間食（おやつ）を摂るポイント＞
◆時間　食後３時間はあけ、遅くても１６時頃までに

◆量　　成人で１日２００キロカロリー以内を目安に

◆内容

　〇果物や牛乳・乳製品など食事では摂りにくいも

　　のを食べる

　〇水分（お茶・水）も一緒に摂る

　〇糖分・塩分・油（脂）を多く含むものは控える

＜食品の 100 キロカロリー目安量＞
食材 相当量 食材 相当量

りんご 中 1 個（200
グラム）

中華まんじゅ
う（肉まん）

3 分の 1 個

バナナ 中 1 本（140
グラム）

まんじゅう 2 分の 1 個

温州みかん 中 2 個（200
グラム）

チョコレート
（板）

4 かけら

プ レ ー ン ヨ ー
グルト

小 鉢 1 杯 強
（150 グラム）

ショートケー
キ

3 分の 1 切れ

牛乳 150 ミリリッ
トル

シュークリー
ム

2 分の 1 個

◆食品の包装容器に記載されている栄養成分表示を参考にしましょう

◎年始は、普段より食事量が多くなりがちで１日の摂
　取エネルギー量が増えるため、間食を控えましょう。
◎こたつの上など目につくところに果物やお菓子など
　を置かないようにし、テレビを見ながらダラダラ食
　べないようにしましょう。
※夕食の時間が遅く（２１時以降）なる時は、夜遅く
　に食べ過ぎを防ぐために、夕方に食事の代わりにな
　るおにぎりや野菜スープなどを取入れましょう。
※病気の治療をされている人で、食事の制限がある人
　は医師の指導に従ってください。

ケアマネジャーがいる施設一覧
地域 居宅介護支援事業所 小規模多機能型施設
生野 いくの喜楽苑 小規模多機能型施設ひなたぼっこ

和田山 介護のこじま 小規模多機能型施設おくらべ
ステーションＲＯＮＤＯ
たまき喜楽苑

さかもと医院
さくらの苑
ＪＡたじま和田山介護センター
なごみの郷
立雲の郷
緑風の郷和田山

山東 緑風の郷
朝来 あさがおホール 宅老所えんや

いきいき介護センター 小規模多機能型施設ひばり

ご存知ですか ?
　「ケアマネジャー （介護支援専門員） の役割」

■問い合わせ先

ふくし相談支援課 ☎ ６７２ー６１２５

　朝来市では現在、１，４００人余りの皆さんが介護保険を利用し、何らかのサービスを利用しながら自宅で生
活されています。そのような中、高齢になられても自分らしく暮らしていただけるよう、個別でケアマネジャー
がさまざまな相談や調整を行っています。
　この記事を読んでいる皆さんの中には、すでにケアマネジャーと契約し、実際に介護サービスを利用している
人もいると思います。しかし、「ケアマネジャーの役割がよくわからない」「具体的にどんなことを相談したらい
いの？」という声もよく聞きます。そこで今回は、ケアマネジャーの役割について紹介したいと思います。

◆ケアマネジャーって？
　ケアマネジャーは、介護保険制度に基
づき、必要な介護サービスの調整によ
り、要介護状態が悪化しないようケアマ
ネジメント ( 暮らしの総合調整 ) を行う
専門職です。ケアマネジメントにかかる
費用は保険サービス費でまかなわれます
ので、ご本人の負担はありません。

　相談内容は個人によって大きく異なり
ます。そのため、「こんな相談していい
の？」と思う内容でもまずは相談してみ
ましょう。大切なのは、相談できる人が
いるということなのです。どうぞお気軽
にご相談ください。

【主な業務内容】
　〇利用者・家族からの相談に応じます
　〇困りごとの把握と解決策を提案します
　〇解決策となるサービスなどの情報を提供します
　〇介護サービス計画書（ケアプラン）を提案します
　〇定期的な自宅訪問により状況を把握します　など



和
田
山
図
書
館
　
　
　
☎
６
７
２ – 

１
７
０
０

あ
さ
ご
森
の
図
書
館
　
☎
６
７
０ – 

４
７
１
０

生
野
支
所
　
　
　
　
　
☎
６
７
９ – 

２
２
４
０

第四十話　Non, merci
　第 40 話の今回の話は断ることについて話そうと思います。フ
ランス語の「non, merci」（英語でいうと No, thank you）と
いう表現は日本語で全く同じ表現を使うことがあまりないです
ね。よく考えたら、理由は簡単ですが、日本人は断ることをあ
まりしないからです。
　例えば、私はテレビ撮影の時に、パン屋に入って、いろいろ食
べさせてもらいました。でも朝だったし、もう朝ご飯を食べてい
たし、こんな時間に普段は食べないので、お腹があまり空いてい
ませんでした。一つ目のパンを食べて、二つ目を勧められた時に、

「すみません、お腹がいっぱいです」と断りましたが、周りの人
は皆、びっくりして笑いました。「だって日本人はお腹がいっぱ
いでも、失礼になるから我慢して食べるよ！」と言われました。
　同じようなことが来日して何カ月後に発生しました。新年会の
際、お酒を注ぐ文化に初めて触れました。その時、市長が私にお
酒を注ごうとされましたが、まだ少ししか飲んでいなかったた
め、「いいですよ。ありがとうございます。」と言ってしまいまし
た。だって、コップがまだいっぱいだったので、他の人のように
ギュギュっとビールを飲んで注がせることも嫌だったからです。
　フランスの文化では断ることは礼儀正しくすれば失礼にはなりま
せん。しかし、日本では何か勧められた時に断ったら、あまりよく
ないと分かりました。なので、「お酒を注ぐ事件」から、すぐに断
らずに受け入れるようにしています。「気持ちはありがたいですが、
もう大丈夫です。お酒は要らないですが、気持ちをいただきます。」

（秘書広報課国際交流員　ルヌブ・レティシア）

L
レ テ ィ シ ア

aëtitiaの
ぺちゃくちゃ話や～！

20

市内を彩る市内を彩る
　　イルミネーション　　イルミネーション

和田山地域自治協議会の和田山地域自治協議会の
ペットボトルツリーペットボトルツリー 納座区元気村イルミネーション納座区元気村イルミネーション 生野イルミネーションロード生野イルミネーションロード

山東光のプロジェクト山東光のプロジェクト 和田山町秋葉台の和田山町秋葉台の
イルミネーションイルミネーション



▼新年あけましておめでとうございます。令和３年も「広報 朝来」をよろしくお願いします。▼さて、今年の
干支（えと）は「丑（うし）」ですが、古くから牛は酪農や農業で人々を助けてくれる存在として重要な生き物
でした。大変な農業を地道に最後まで手伝ってくれる様子から、丑年は「我慢（耐える）」や「発展の前振れ

（芽が出る）」を表す年になると言われているようです。▼過去を振り返ると、1973 年には「オイルショック」、
1985 年にはファミコンの「スーパーマリオブラザーズ」の販売、1997 年には「消費税が５パーセントに」なった
ほか、世界初のハイブリッド自動車「トヨタ・プリウス」が販売されるなど、過去の丑年は今までにない新しい
ことが始まった年が多いようです。▼何はともあれ新年が未来に繋がる明るい年になればなと思っています。

編 集
後 記

暮らしの情報コーナー 「１００円」のはずが・・・定期購入トラブルに注意

　商品を注文する際には、目立つように表示されている「初回〇円」「実質０円 ( 送料のみ )」といった価格等だけ

でなく、定期購入が条件となっていないか、定期購入の場合の継続期間や支払うことになる総額等、契約内容をよ

く確認しましょう。継続期間が定められていない場合でも、解約に当たって「次回発送日の〇日前までに申し出が

必要」のように申請期間に制限がある、通常価格を支払う必要がある等、条件が定められているケースがみられます。

解約・返品の可否や条件をしっかり確認しましょう。不審に思ったら、早めに消費生活センターに相談しましょう。

  ■不審に思ったとき、困ったときには・・・消費生活相談　   　　　 市消費生活センター ☎ ６７２－６１２１（市民課内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　消費者ホットライン ☎ １８８（いやや）

事
例
事
例

　インターネット通販で、「初回１００円」と表示されたダイエットサプリメントを注文したが効果を感じら

れなかったので、解約を申し出ると「２回以上の定期購入が解約の条件になっている。２回目以降は毎回５カ

月分を定価で届けるので、５万円の支払いになる。規約にも書いてある」と言うのでホームページを見てみる

と確かに書かれていたが、気がつかなかったようだ。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( ５０代　女性 )

『
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
』

小
宮
紳
一
（
創
元
社
）

　

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
は
、

家
賃
や
新
聞
購
読
の
よ
う
な
料
金

定
額
制
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
近
年

で
は
、
音
楽
・
動
画
配
信
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
も

の
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

便
利
な
サ
ブ
ス
ク
を
知
り
、
自
分

に
合
っ
た
選
択
を
し
ま
せ
ん
か
？

読
書
時
間
を
ご
ゆ
る
り
と

『
私
が
結
婚
を
し
な
い
本
当
の
理
由
』

志
駕
晃
（
中
央
公
論
新
社
）

　

小
さ
な
結
婚
相
談
所
を
経
営
す

る
岸
本
社
長
と
従
業
員
の
希の

ぞ
み
。
高

い
レ
ベ
ル
の
条
件
を
望
む
男
女
た

ち
を
、
あ
の
手
こ
の
手
で
結
婚
へ

と
導
い
て
行
く
。
と
こ
ろ
が
、
当

の
本
人
た
ち
は
未
だ
独
身
。
そ
こ

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
結
婚
へ
踏
み

切
れ
な
い
悲
し
い
訳
が
あ
っ
た
。

『
き
ん
ぎ
ょ
が
に
げ
た
』
英
語
版

五
味
太
郎
（
福
音
館
書
店
）

　

小
さ
い
子
向
き
の
絵
本
が
、
英

語
版
に
な
っ
て
登
場
！
こ
れ
か
ら

英
語
の
勉
強
を
始
め
る
小
学
生
に

は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
で
読
み
聞
か

せ
を
し
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
人

に
も
お
す
す
め
で
す
。「
お
つ
き
さ

ま
こ
ん
ば
ん
は
」「
た
ま
ご
の
あ
か

ち
ゃ
ん
」
な
ど
、
５
冊
あ
り
ま
す
。

『
雪
山
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
』

ロ
ー
レ
ン
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン（
評
論
社
）

　

山
を
愛
し
家
族
と
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
た
少
女
マ
ケ
ナ
。
し
か
し

突
然
、
両
親
を
病
で
亡
く
し
て
し

ま
う
。一
人
残
さ
れ
た
彼
女
を
待
っ

て
い
た
の
は
、
ス
ラ
ム
街
で
の
夢

も
希
望
も
な
い
生
活
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
出
会
っ
た
人
々
が

彼
女
の
運
命
を
変
え
て
い
く
。

令
和
３
年
１
月
号

和
田
山
図
書
館
　
　
　
☎
６
７
２ – 

１
７
０
０

あ
さ
ご
森
の
図
書
館
　
☎
６
７
０ – 

４
７
１
０

生
野
支
所
　
　
　
　
　
☎
６
７
９ – 

２
２
４
０

休館日・お休み日
和田山・あさご　12 月 28 日㈪～１月 4 日㈪・7 日㈭・12 日㈫・18 日㈪・25 日㈪・2 月 1 日㈪～ 9 日㈫・15 日㈪
生野　　　　　　28 日㈪～ 1 月 4 日㈪・9 日㈯～ 11 日㈪・16 日㈯～ 18 日㈪・23 日㈯～ 25 日㈪・30 日㈯～ 2 月 9 日㈫

おはなし会　毎週土曜日におはなし会をしています
　和田山図書館 10 時 30 分から／ 14 時から
　あさご森の図書館 11 時 10 分から／ 15 時 15 分から
★赤ちゃん向けおはなし会
　和田山図書館 　１月 23 日㈯ 10 時 30 分から
　あさご森の図書館 　１月 28 日㈭ 11 時から

数量限定！『本のお楽しみ福袋』
1月 19日㈫から 和田山図書館・あさご森の図書館
2 月 1 日㈪～ 2 月 9 日㈫は特別館内整理で休館します。
そこで、休館中の読書をより楽しんでいただけるよう

『福袋』を用意しました。
大人向けと子ども向けを準備して貸し出します。なお、
1月19日㈫～1月31日㈰は、貸出冊数無制限、貸出期間は４週間です。

読
書
時
間
を
ご
ゆ
る
り
と

21 令和３年１月号
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朝来市地域おこし協力隊

「あさこいひと」のメンバーが

毎月交代で執筆します！

朝秘広 3.1.13,200

朝来市のシティプロモーションは、まちに関わる「あなた」が主役です。

モノや文化、自然や景観はもちろん、ここに暮らし、まちを愛し、現在進行形でまちのために活動している、

市民一人ひとりが何よりも魅力です。

「あなた」が主役となり、まちの魅力を届けていける、そんなシティプロモーションをめざしています。

22この広報紙は、自然環境を考えて、植物インキを使用しています。

　

こ
ん
に
ち
は
、
い
く
の
地
域
自
治
協

議
会
で
活
動
し
て
い
る
、
南
ア
フ
リ
カ

出
身
の
Rレ

ハ

ン

e
h
a
n
Nネ

ル

e
l
で
す
。

私
の
出
身
地
は
生
野
と
同
じ
く
、鉱
山
、

特
に
金
で
有
名
な
町
で
す
。
朝
来
市
に

同
じ
姓
の
人
が
い
る
の
で
、
ネ
ル
さ
ん

で
は
な
く
レ
ハ
ン
さ
ん
と
呼
ん
で
く
だ

さ
い
。﹁
同
じ
人
が
二
人
い
る
！？
﹂
と

思
っ
て
も
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
目
は
確
か
で
す
、
そ
れ
は
私

の
双
子
の
兄
、
ケ
ビ
ン
で
す
。

生
野
の
周
辺
で
、私
が
自
転
車
に
乗
っ

て
写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
写
真
は
私
の
趣
味
で

す
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
な
い
と
き
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿

し
た
写
真
な
ど
を
﹁
ス
マ
ホ
で
撮
り
ま

し
た
﹂
と
言
う
と
、
み
な
さ
ん
驚
か
れ

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
は

メ
ラ
は

急
速
に
進
歩
し
て
お
り
、
素
敵
な
写
真

急
速
に
進
歩
し
て
お
り
、
素
敵
な
写
真

を
気
軽
に
多
く
の
人
々
に
紹
介
で
き
ま

を
気
軽
に
多
く
の
人
々
に
紹
介
で
き
ま

す
。
で
も
や
は
り
、
一
眼
レ
フ
の
方
が

す
。
で
も
や
は
り
、
一
眼
レ
フ
の
方
が

よ
い
写
真
が
撮
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
い
写
真
が
撮
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

風
景
や
季
節
の
行
事
、
ま
ち
の
暮
ら
し

風
景
や
季
節
の
行
事
、
ま
ち
の
暮
ら
し

な
ど
を
撮
影
し
て
い
き
た
い
で
す
。

な
ど
を
撮
影
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

生
野
で
暮
ら
し
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん

　

生
野
で
暮
ら
し
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん

は
、
歴
史
の
中
で
最
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
の

世
代
が
生
野
と
そ
の
人
々
の
歴
史
に
つ

い
て
も
っ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
ま
ち
の
様
子
を
記
録
し
た
写
真
集

を
作
成
し
た
い
で
す
。

　

私
が
生
野
で
興
味
を
持
っ
て
い
る
重

要
な
資
産
は
、
そ
の
建
築
景
観
で
す
。

自
治
協
議
会
で
は
、
空
き
家
を
活
用
す

る
た
め
に
﹁
空
き
家
調
査
﹂
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
の
活
用
方
法
を
模
索

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
空
き
家
を
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

な
ど
に
転
換
で
き
な
い
か
と
検
討
中
で

す
。

　

ま
た
、
販
売
可
能
な
お
土
産
の
開
発

と
生
産
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
私

は
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
の
ス
キ
ル
を

活
か
し
て
3
D
プ

リ
ン
ト
な
ど
の
新
し

い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

利
用
し
た
試
作
品
を

制
作
し
て
い
ま
す
。

先
日
は
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
作
っ

て
み
ま
し
た
。

　

兄
の
ケ
ビ
ン
と
協

ケ
ビ
ン
と
協

力
し
て
、
朝
来
市
を

力
し
て
、
朝
来
市
を

サ
イ
ク
リ
ス
ト
や
外

サ
イ
ク
リ
ス
ト
や
外

国
人
観
光
客
に
向
け

国
人
観
光
客
に
向
け

て
宣
伝
し
よ
う
と
し

て
宣
伝
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
最
近
、

て
い
ま
す
。
最
近
、

私
た
ち
の
自
家
用
車

私
た
ち
の
自
家
用
車

は
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

は
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
ス
テ
ッ
カ
ー
や

め
、
ス
テ
ッ
カ
ー
や

キ
ャ
リ
ア
を
つ
け
ま

キ
ャ
リ
ア
を
つ
け
ま

し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
用
の

ン
グ
用
の
S
N
S

S
N
S
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
も
作
成
し
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
検
索
し
て
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

将
来
的
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
泊
体

験
と
お
も
し
ろ
い
お
土
産
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
朝
来
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
観
光

客
の
目
的
地
と
し
て
よ
り
人
気
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
写
真
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア

プ
リ
@
r
e
h
a
n
n
e
l
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
い
く
の

地
域
自
治
協
議
会
に
訪
ね
て
来
て
も

ら
っ
て
も
い
い
で
す
。
私
は
い
つ
も

新
し
い
人
に
会
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

写
真
や
3
D
印
刷
に
興
味
が
あ
れ
ば
、

私
の
作
品
を
喜
ん
で
紹
介
し
ま
す
。左 ・いくの地域自治協議会での活動の様子　右 ・ レハンの愛車　

上 ・制作中のオオサンショウウオのお土産　下 ・ レハンが撮影した竹田城跡の雲海

【１月号】あけましておめでとうございます。生野で頑張ります。≪今月の担当≫レハン・ネル


